
別
表
第
二
Ｔ
Ｈ
１
３
e

２
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｔ
Ｈ
1
3
`
３
`
４

東
京
航
空
交
通
管
制
部

2
4時
間

Ｔ
Ｈ
1
3
`
３
`
５

東
京
航
空
交
通
管
制
部

2
4時
間

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

表
Ｔ
Ｈ
13
e

２
の
項
の
次
に
次
の
項
を
加
え
る
。

Ｔ
Ｈ
1
3
`
３
`
４

Ｎ
3
7†
5
3û
5
9ü
Ｅ
1
4
1†
4
8û
2
3ü
の
地
点
、
Ｎ
3
7†
4
5û
4
7ü
Ｅ
1
4
1†
5
8û
4
1ü
の
地
点
、

Ｎ
3
7†
0
8û
2
6ü
Ｅ
1
4
1†
1
1û
0
4ü
の
地
点
、
Ｎ

3
7†
2
3û
4
7ü
Ｅ
1
4
1†
1
0û
1
8ü
の
地
点
及
び

Ｎ
3
7†
5
3û
5
9ü
Ｅ
1
4
1†
4
8û
2
3ü
の
地
点
を
順
次
に
結
ぶ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直

上
空
域
で
高
度
1¶
2
0
0N
以
下
の
も
の

Ｔ
Ｈ
1
3
`
３
`
５

Ｎ
3
7†
5
3û
5
9ü
Ｅ
1
4
1†
4
8û

2
3ü
の
地
点
、
Ｎ
3
7†
4
5û
4
7ü
Ｅ
1
4
1†
5
8û
4
1ü
の
地
点
、

Ｎ
3
7†
0
8û
2
6ü
Ｅ
1
4
1†
1
1û
0
4ü
の
地
点
、
Ｎ

3
7†
2
3û
4
7ü
Ｅ
1
4
1†
1
0û
1
8ü
の
地
点
及
び

Ｎ
3
7†
5
3û
5
9ü
Ｅ
1
4
1†
4
8û
2
3ü
の
地
点
を
順
次
に
結
ぶ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
区
域
の
直

上
空
域
で
高
度
1¶
2
0
0N
を
超
え
1¶
5
0
0N
以
下
の
も
の

表
Ｔ
Ｈ
13
e

３
e

６
の
項
中「

高
度

1¶
8
5
0N
以
下
の
も
の
」

を「
高
度

1¶
5
0
0N
を
超
え

1¶
8
5
0N
以
下
の
も
の
」

に

改
め
る
。

平成™�年˜月 日 木曜日 第�™—œ号官 報
輸
第
1
3
8
4
7号

化
成
肥
料

有
機
入
り
化
成
肥
料
2
8
6
株
式
会
社
サ
ト
シ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
三

丁
目
3
8番

1
1
`
6
0
3号

輸
第
1
3
8
4
8号

化
成
肥
料

複
合
肥
料
1
4
`
1
4
`
1
4
.
5
三
菱
商
事
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

二
丁
目
３
番
１
号

輸
第
1
3
8
4
9号

配
合
肥
料

Ｔ
Ｇ
ア
ン
カ
ー
Ｍ
Ｐ
`
Ｎ

8
4
0Ｆ
Ｒ

多
木
商
事
株
式
会
社

兵
庫
県
加
古
川
市
別
府
町

緑
町
１
番
地

輸
第
1
3
8
5
0号

配
合
肥
料

Ｔ
Ｇ
ア
ン
カ
ー
Ｍ
Ｐ
`
Ｎ

0
4
0Ｆ
Ｒ

多
木
商
事
株
式
会
社

兵
庫
県
加
古
川
市
別
府
町

緑
町
１
番
地

輸
第
1
3
8
5
1号

配
合
肥
料

Ｔ
Ｇ
ア
ン
カ
ー
Ｍ
Ｐ
`
Ｎ

5
0
0

多
木
商
事
株
式
会
社

兵
庫
県
加
古
川
市
別
府
町

緑
町
１
番
地

輸
第
1
3
8
5
2号

副
産
苦
土
肥
料
Ｔ
Ｇ
`

M
g
3
0

多
木
商
事
株
式
会
社

兵
庫
県
加
古
川
市
別
府
町

緑
町
１
番
地

輸
第
1
3
8
5
3号

混
合
苦
土
肥
料
前
畑
苦
土
肥
料
ミ
ッ
ク
ス

7
3

前
畑
産
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和

泉
町
１
番
地

２
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ
て
は
、
含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）

肥
料
の
名
称
ご
と
の
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ

て
は
、
含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
農
産
安
全
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
三
号

浦
安
地
標
航
空
灯
台
の
供
用
を
廃
止
す
る
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条

の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

航
空
灯
火
の
種
類
及
び
名
称

航
空
灯
台

浦
安
地
標
航
空
灯
台

三

航
空
灯
火
の
位
置
及
び
所
在
地

北
緯
三
十
五
度
三
十
七
分
四
十
四
秒

東
経
百
三
十
九
度
五
十
三
分
四
十
八
秒

千
葉
県
浦
安
市
鉄
鋼
通
り
百
五
十
五
番
地

四

供
用
廃
止
の
予
定
期
日

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
四
号

東
京
国
際
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律

第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

航
空
灯
火
の
種
類
及
び
名
称

飛
行
場
灯
火

東
京
国
際
空
港
照
明
施
設

三

航
空
灯
火
の
位
置
及
び
所
在
地

東
京
国
際
空
港
内
及
び
そ
の
周
辺

東
京
都
大
田
区
及
び
江
東
区

四

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
五
十
二
号
を
参
照
。）

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項
^

滑
走
路
Ｂ
に
係
る
灯
火
の
表
進
入

路
指
示
灯
の
項
を
削
除
し
た
。

五

変
更
し
た
事
項
に
係
る
飛
行
場
灯
火
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
五
号

長
崎
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二

百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

航
空
灯
火
の
種
類
及
び
名
称

飛
行
場
灯
火

長
崎
空
港
照
明
施
設

三

航
空
灯
火
の
位
置
及
び
所
在
地

長
崎
空
港
内
及
び
そ
の
周
辺

長
崎
県
大
村
市

四

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号
を
参
照
。）

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項
の
表
誘
導
路
灯
の
項
灯
質
の
欄
中
「
蛍

光
放
電
灯
」
を
「
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」
に
、
同
項
光
度
の
欄
中
「
十
二
カ
ン
デ
ラ
」
を
「
二
十
カ
ン
デ
ラ
」
に
変
更

し
た
。

五

変
更
し
た
事
項
に
係
る
飛
行
場
灯
火
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
六
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
三
項
及
び
航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
第
二
百
二
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
規
制
が
適
用
さ
れ
る
時
間
並
び
に
航
空
交
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
行
う
機
関
を
定
め
る
告
示

（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
七
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省
告
示
第
六
百

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
二
項
の
表
千
歳
Ｖ
Ｏ
Ｒ
の
項
中
「平

成
2
5年

1
0月

1
7日
か
ら
平
成
2
6年
１
月
８
日
ま
で
供
用
休
止

」
を
「平

成
2
6

年
１
月
９
日
か
ら
供
用
再
開

」
に
改
め
、
同
表
美
々
Ｖ
Ｏ
Ｒ
の
項
を
削
る
。

第
五
項
の
表
千
歳
Ｄ
Ｍ
Ｅ
の
項
中
「平

成
2
5年

1
0月

1
7日
か
ら
平
成
2
6年
１
月
８
日
ま
で
供
用
休
止

」
を
「平

成
2
6

年
１
月
９
日
か
ら
供
用
再
開

」
に
改
め
、
同
表
美
々
Ｄ
Ｍ
Ｅ
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
十
八
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
間
訓
練
試
験
空
域
を

指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏
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